
2022,3,4  自然・歴史探訪  岩戸山・小脇山。箕作山・太郎坊ハイキング記録 

３月１日のお天気予報が良くなく、４日に変更しての実施。良いお天気に恵まれ、歴史たっぷりの低山ハイクを

楽しみました。岩山が多くその山容に圧巻の連続、「すごいね・・」の連発。中世、足利義昭を奉じての織田信長の

上洛に協力しなかった六角氏攻めの舞台になったところ。瓦屋寺跡は聖徳太子が四天王寺建立時に、この地の土で

瓦を焼かせたという近江初寺院だそうです。帰りには、八幡山にロープウェイで登り、豊臣秀次の八幡山城跡を探

訪し、山頂から秀次の町作りに尽力した近江八幡の眺望・歴史ロマンを楽しみました。近江国の奥深い歴史ロマン

に触れたハイキングになりました。今日も自然に感謝。出会いに感謝の１日でした。 

◆ハイキングの様子 

     
岩戸山：十三仏駐車場から  石の階段が続く   「気持ち良いね」      巨岩がいっぱい・・    すごい・・・・             

     

岩戸山山頂の旗振り場                                          小脇山山頂にて 

                

箕作山山頂にて     檜皮葺の材料を採った  瓦屋寺跡：聖徳太子ゆかりのお寺↑。    

       

                                  太郎坊山山頂(赤神山)        眺望              夫婦岩を行く 

     

太郎坊阿賀神社：湖東流紋岩、中世代白亜紀約７０００万年前の火山活動でできた。          阿賀神社本殿 

↓良く整備されていて、気持ち良いハイキングコース。地元の方々のご尽力に感謝です。 

 

大坂から、野洲、岩戸山、彦根佐

和山へ逓信する明治時代の米相

場の旗振り場跡が残っている↓ 

↑岩戸山には聖徳太子が刻んだと伝わる十三仏が安置

されており、毎年地元による千日会が行われています 

聖徳太子が四天王寺を建立する際に瓦十万六千枚焼かせ、十一面千手観音・四

天王像を自ら一刀し、近江最初のお寺瓦屋寺となる ↓1646 年建立 

昔から、この間を通って参拝する者は即座に病苦を除き諸

願成就するが、悪心あるものは岩に挟まれる ↓ 



    

本殿前にて 

     
 

◆八幡山≪鶴翼山：２７１．９ｍ≫へ、ロープウェイで往復しました。おまけツアーで、お得感満載。気になっていたところで、 

八幡山城跡を散策。安土城が落城してから３年後、豊臣秀次が築いた城。城主は豊臣秀次。八幡堀は、琵琶湖から引いた城の外堀 

で、「八幡山城」の麓を城のまわりを囲むように造られている。 

 

 

 

    

↑村雲御所瑞龍寺門跡          ↑        北の丸跡         西の丸跡 

↑日蓮宗唯一の門跡寺院が鎮座 

↑瑞龍寺の堂々たる山門は、 

石垣を左右に控え、山門が 

建立される。その先は本丸 

への入口らしく、防備を感 

じさせる曲がりがある 

「虎口」になっている。 

 

 

↓お城の本丸なのにお寺が・・？  

城主であった「豊臣（羽柴）秀次は、豊臣の家督相続に翻弄された、秀吉の命により高野山で蟄居となり、享年２８歳という若さで自害 

させられる。秀次の在城はわずか５年、死後に「八幡山城」は廃城になりました」 

「村雲御所瑞龍寺」は、悲運の死を遂げた「秀次」の菩提を弔うため 

秀吉の姉で、秀次の生母である「瑞龍院日秀尼」が京都の村雲に創設 

したが、昭和３６年(1961)に、現在地に移築された。 

門跡とは、一般僧侶とは違い、皇族・貴族が住職を務める寺院。 

本丸への入口にあたる山門や手水舎の屋根瓦などにも、皇女や公家の娘を 

貫主として迎えた寺院らしく、天皇家ゆかりの品々も展示されている。 

お疲れさまでした。 

八幡山は、次回ゆっ 

くり眺望を楽しみ 

ながら。ハイキン 

グコースを楽しみ 

ましょう 


